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NO.310 照明環境要因が人間の温熱感覚に与える影響に関する基礎的研究 

– 特異的な温熱感覚と非特異的な温熱感覚の違いについて – 

藏澄研究室 (建築・住居分野) A22AB101 中山琴未 A22AB123 牧野里帆  

A22AB128 水野雅 A22AB130 宮本実咲 

 

1. はじめに 

近年、地球温暖化や都市化の進行により、ヒートアイランド現

象の拡大や平均気温の上昇が顕著となっている。これらの環境変

化は生態系の変動や海面上昇を引き起こし、人間の健康や生活環

境にも深刻な影響を及ぼしている。このような背景から、環境負

荷を抑えつつ快適性を維持できる空間設計の重要性が高まってい

る。 

上述の快適な居住・作業環境の実現に向けて、温熱環境に関す

る研究が数多く行われてきた。Fanger(1970)が提唱した

PMV(Predicted Mean Vote)理論では、温度・湿度・気流などの要

素が人体の熱収支や温冷感に及ぼす影響が体系的に示されてい

る。また、磯田(1975)らは、温熱環境下での生理的反応を分析

し、人体の平均皮膚温の変化が快適感と密接に関係することを明

らかにしている。これらの研究から、温熱環境の人体への最適化

が快適性の向上や作業効率の改善に寄与することが示唆されてい

る。一方で、居住・作業環境における快適性は温熱要因だけでな

く、視覚的要因にも大きく左右されることが知られている。その

中でも照明環境は、人間の心理的・生理的反応に影響を与える重

要な要素として位置づけられている。照明環境に関しては、

Kruithof(1941)が色温度と照度の関係に基づく「快適照明範囲」

を示し、光色と明るさの組み合わせが心理的印象に影響すること

を報告している。その後、Boyce(1973)は照明の質が視覚快適性

や作業効率に及ぼす影響を明らかにし、照度や光色が覚醒度・集

中力に関連することを示した。また、Noguchi et al.(1999)は光

の色温度が心理的安定性や快適性に及ぼす影響を実験的に検討し

ている。これらの知見は、照度や光色が単なる視覚的要因にとど

まらず、人間の感情や生理反応に多面的な影響を与えることを示

している。光色や演色性は視覚印象だけでなく、温熱感覚、快適

性、集中力、感情、生理反応などに多面的な影響を与える。一般

に、暖色は温かく、寒色は冷たく感じられ、色温度や照度の組み

合わせは快適性や作業効率に関与する。また、個人差や環境要因

により影響の程度は異なる。色温度の調整によって空調負荷を軽 

 

減する省エネ効果も期待され、照明の自動制御や個別調整が可能

な環境が重要視されている。しかし、光の影響と他の要因との因

果関係は未だ明確でない点が課題とされている。そこで、本研究

の目的は、室温・色温度・照度の複合的な環境条件が人体の温冷

感や快適感に与える生理的・心理的影響を明らかにし、照明環境

の調整によって空調負荷を軽減できる可能性を明らかにすること

である。特に視覚刺激が温熱感覚に影響するHue-Heat 

HypothesisやKruithof (1941)の快適領域の理論を踏まえ、照明

の色温度・照度の組み合わせが快適性にどのように寄与するかを

分析した。照明設計の工夫によって空調エネルギーの使用を抑え

つつ快適な室内環境を実現するための知見を提供し、今後の環境

配慮型建築設計に資する新たなアプローチを提案するものであ

る。 

 

2. 実験計画 

照明環境と温熱環境が人体に及ぼす影響を明らかにするために

実施した実験の方法、設定条件、測定項目について述べる。本実

験は、気温が28 ℃条件の被験者実験は2023年の7月から9月

と2024年の6月から8月に実施した。また、気温が30 ℃条件

の被験者実験は、2024年の6月から9月に実施した。 

 

2.1 実験空間 

実験は、図１の実験室で図2のような位置関係で行った。視覚

刺激への影響をできるだけ少なくするために実験室内の色相は白

色とした。実験室構成面には、白色の薄手の布地で被われ、気温

と実験室構成面が均一温度になるようにされている。 

照度と色温度の調節は、実験室の天井部分に設置したLED灯

(BYLH: FC-ZCIL-XX60, 50 W, 4750 lm, 2700-6500 K)を使用し、
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水平面法線照度と相関色温度を調節する方法にて実験を行った。 

 

2.2 設定温熱環境条件 

設定温熱環境条件は、室温が28 ℃と30 ℃、風速と相対湿度

が0.2 m/s以下の静穏な気流、50 %RHとした。 

2.3 設定視覚環境条件 

視覚環境刺激を図3に示す。設定視覚環境条件には、LED照明

装置が安定的に制御できる照度と色温度を予備実験で探索した結

果に基づいて決定した。照度は100-3000 lx程度までの範囲で制

御が可能であった6段階とした。色温度は2800-5200 K程度まで

の範囲で制御が可能であった5段階とした。照度は、照明設備の

制御範囲となる100 lxと250 lx、900 lx、1700 lx、2300 lx、

2900 lx程度の6条件とした。そして、色温度は照明設備の制御

範囲となる2800 Kと3200 K、3800 K、4200 K、5200 K程度の5

条件とした。 

 

2.4 被験者 

被験者は、気温段階が28 ℃の場合が健康な成人女性22名、

気温段階が30 ℃の場合が健康な成人女性16名となった。 被験

者の身体データを表1に示す。身長は159.5±3.2 cm、体重は

49.5±4.4 ㎏、体表面積は1.50±0.07 ㎡、Body Mass Indexは

19.4±1.4であった。人体の体表面積の算出には、藏澄(2003)ら

によって算出式の有効性が検証されている藏澄(1994)らの体表面

積算出式を用いた。いずれの被験者とも特異な体格ではなく、

図3 視覚環境刺激 

図2 実験の様子 

図1 実験室 
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Body Mass Indexからみた被験者の体型は標準型であった。ま

た、被験者の着衣は、Tシャツと短パン、パンティ、ブラトップ

のみの軽装とした。 

 

 

2.5 実験手順 

実験手順を図4に示す。被験者は、最初設定温熱環境条件と同

一の気温と相対湿度、壁温と気温とが等しく制御された静穏な前

室に、室内照明装置を消した水平面法線照度が測定機器(演色照

度計 Illuminance Meter CL-70F(Konica Minolta: 380-780 nm, 

200000 lx, 1563-100000 K, ±5 %±1digit))の測定限界値以下

となる視覚環境で椅座位の姿勢で安静状態を保った状態で滞在し

た。その後、被験者は環境曝露室に素早く移動し、指定の位置に

着座した。１つの実験条件には少なくとも120分以上の時間を要

し、視覚環境刺激の呈示は、コントロール視覚環境刺激が30分

と設定視覚環境刺激が30分の60分間とした。被験者は視覚環境

刺激が呈示された60分後から心理感覚の申告を行った。なお、

視覚環境刺激の呈示はランダムに行った。 

人体条件として皮膚温と熱的な全身温冷感、熱的な全身快適

感、視覚的な全身温冷感、視覚的な全身快適感を測定した。 

皮膚温は、頭部と躯幹部、腕部、手部、大腿部、下腿部、足

部、床面との接触部の足底部の8箇所の各皮膚温をサーミスタ温

度計(日機装サーモ: N542Rデータロガー, 測定範囲-50~230 ℃, 

分解能0.01 ℃と日機装サーモ: 体表用表面型プローブ 

ITP8391)で測定間隔30秒にて測定した。皮膚温用の表面温度セ

ンサーの人体への貼付は、透湿性に優れた医療用のサージカルテ

ープ(NICHIBAN: NICHIBAN SURGICAL TAPE-21N)を用いた｡ 

熱的な全身温冷感と熱的な全身快適感、視覚的な全身温冷感、

視覚的な全身快適感は、直線標定尺度(Horikoshi et al, 1991)

を用い視覚環境条件への曝露終了後に測定した。熱的と視覚的な

全身温冷感については『暑い』と『寒い』、そして、熱的と視覚

的な全身快適感については『快適』と『不快』の方向のみが与え

られている。それぞれ、『寒い』と『快適』側の端点を0、『暑

い』と『不快』側の端点を100という任意数値を与えて申告値を

読み取った。 

 

3. 実験結果 

3.1 温熱環境条件と視覚環境条件 

温熱環境条件の実測結果は、気温段階が30 ℃の場合、気温は

設定値に対して最大で0.2 ℃の偏差となっていた。壁表面温度

と気温はほぼ同一であった。相対湿度は設定値に対して最大で

5.0 %の偏差、風速は最大で0.06 m/sの偏差となっていた。した

がって、気温と壁表面温度がほぼ等しい均質な温熱環境が維持で

きたと考えられる。 

気温段階が28 ℃の場合、気温は設定値に対して最大で0.3 ℃

の偏差となっていた。壁表面温度と気温はほぼ同一であった。相

対湿度は設定値に対して最大で4.2 %の偏差、風速は最大で0.05 

m/sの偏差となっていた。したがって、気温と壁表面温度がほぼ

等しい均質な温熱環境が維持できたと考えられる。 

いずれの温度段階においても、空間の均質性を評価する作用温

度は設定値に対して最大で0.3 ℃の偏差となっていたが、その

変動は±0.0 ℃以内であった。以上の結果より、温熱環境条件は

全実験を通してほぼ安定した定常状態が維持されていたと考えら

れる。したがって、いずれの気温段階においても、環境と人体と

の間の熱収支のバランスは保たれていたといえる。よって、同一

の温熱環境条件における人体反応の差は、視覚環境条件の影響に

よるものが大きいと推察される。 

視覚環境条件の実測結果については、照明設備と人体の位置関

表 1 被験者の身体的特徴 

OM 女性 20 157.0 45.7 1.44 18.5 三重

KM 女性 20 161.8 46.8 1.49 17.9 愛知

IH 女性 20 161.9 50.2 1.53 19.2 愛知

OR 女性 20 156.7 50.3 1.49 20.5 三重

IY 女性 20 154.9 45.7 1.43 19.0 愛知

KY 女性 20 156.3 41.4 1.38 16.9 愛知

SN 女性 20 161.0 47.1 1.48 18.2 愛知

IN 女性 21 161.3 50.2 1.52 19.3 三重

NK 女性 21 156.0 48.8 1.47 20.1 愛知

YK 女性 21 165.1 52.5 1.57 19.3 福井

TR 女性 21 155.5 50.7 1.49 21.0 愛知

YH 女性 22 164.3 58.2 1.63 21.6 愛知

MK 女性 22 154.3 53.3 1.51 22.4 愛知

YM 女性 22 156.6 43.2 1.41 17.6 愛知

RS 女性 21 156.0 50.3 1.49 20.7 岐阜

AM 女性 22 155.0 44.5 1.41 18.5 愛知

MT 女性 22 151.1 45.6 1.40 20.0 愛知

RM 女性 21 164.0 60.2 1.65 22.4 愛知

RI 女性 20 163.2 54.8 1.59 20.6 愛知

MS 女性 20 161.7 44.7 1.46 17.1 愛知

KO 女性 21 161.2 52.6 1.55 20.2 三重

MY 女性 20 160.1 53.4 1.55 20.8 岐阜

NA 女性 21 161.1 49.6 1.51 19.1 三重

YU 女性 21 157.2 42.7 1.41 17.3 愛知

MI 女性 21 159.2 48.0 1.48 18.9 愛知

MM 女性 21 157.5 45.4 1.44 18.3 三重

NN 女性 21 161.2 43.8 1.44 16.9 愛知

KE 女性 22 156.0 48.4 1.47 19.9 愛知

YA 女性 21 154.9 45.7 1.43 19.0 愛知

KA 女性 21 162.2 48.8 1.51 18.5 愛知

WA 女性 21 161.0 52.3 1.54 20.2 三重

OZ 女性 21 156.8 50.5 1.50 20.5 三重

HA 女性 21 162.0 52.0 1.55 19.8 愛知

HN 女性 23 164.7 58.3 1.64 21.5 愛知

RN 女性 20 163.2 54.0 1.58 20.3 愛知

MA 女性 20 161.7 44.3 1.45 16.9 愛知

KI 女性 21 161.2 52.6 1.55 20.2 三重

MN 女性 20 160.1 53.4 1.55 20.8 岐阜

被験者 性別 年齢 身長(cm) 体重(kg)
体表面積
(㎡)

BMI 出身

図4 実験手順 
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係、曝露空間表面の反射率、照度と色温度の干渉などの影響によ

りばらつきが見られた。さらに、実験装置として使用したLED照

明装置では、制御範囲の境界付近となる出力値においてばらつき

が大きくなった。したがって、以後の考察では、人体反応を被験

者の着座位置における物理環境の実測結果との関係から解析し

た。 

 

3.2 平均皮膚温 

図5に相関色温度と平均皮膚温との関係を示す。気温28 ℃に

着目すると、回帰式の回帰係数の有意性をANOVAで検定した結果

(p=0.13)はp>0.10となり、傾きは有効でないと判断された。水

平面法線照度の回帰線の平行性検定(p<0.01)および同質性検定

(p<0.01)では、いずれもp<0.10となり有意差が示された。

Tukey-Kramer法による多重比較では、照度250 lxと2900 lx間

でp<0.01となり有意差が認められたが、他の照度条件間では有

意差はなかった。また、色温度と照度の交互作用をANOVAで検定

した結果(p=0.92)はp>0.10であり、平均皮膚温はほぼ一定であ

った。したがって、気温28 ℃では平均皮膚温は34.0 ℃で一定

とみなせる。 

気温30 ℃では、回帰係数の有意性検定結果(p=0.48)がp>0.10

であり、傾きは有効でなかった。平行性検定(p=0.77)も同様に有

意差はみられなかった。いずれの相関色温度段階でも、非特異的

な視覚的快適感の評価値は快適から不快まで広く分布し、相関色

温度が高くなっても顕著な変化はみられなかった。相関色温度の

影響を気温段階別に回帰分析した結果、相関色温度の効果

(p=0.90)は有意でなく、気温段階の効果(p=0.02)は有意差を示し

た。また、相関色温度と気温段階の交互作用(p=0.07)も有意であ

り、Tukey-Kramer HSD法による多重比較では、気温30 ℃と

28 ℃間に有意差(p<0.10)が認められた。 

以上より、気温28 ℃のような中立的温熱環境では相関色温度

の影響はみられないが、やや不快とされる30 ℃条件では、相関

色温度が高いほど快適感を高める効果が示唆された。 

 

3.3 熱的温冷感 

図6に相関色温度と熱的温冷感との関係を示す。相関色温度段

階ごとの熱的温冷感には大きなばらつきがみられ、被験者による

感じ方の差が示唆された。また、熱的温冷感の分布から、気温段

階が高くなるほど「より暖かい」と感じる傾向がみられた。気温

段階別に水平面法線照度の回帰線に着目すると、気温が高いほど

熱的温冷感は暖かい側にシフトする傾向を示した。 

回帰線の平行性検定(p<0.01)および同質性検定(p<0.01)ではい

ずれもp<0.10となり、有意な差が認められた。Tukey-Kramer法

による多重比較の結果も、すべての気温段階間で有意差(p<0.10)

が確認され、特に28 ℃と30 ℃間で有意な差が示された。した

がって、気温段階による熱的温冷感の違いが明らかとなった。 

図5 相関色温度と平均皮膚温の関係. CCT: Correlated Color 

Temperature(相関色温度).  MST: Mean Skin Temperature(平均

皮膚温). 

図6 相関色温度と熱的温冷感の関係. CCT: Correlated Color 

Temperature(相関色温度).TSV: Thermal Sensation Vote(熱的温

冷感). 
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気温28 ℃における色温度と熱的温冷感の関係を検討した。平

行性検定(p<0.01)はp<0.10で有意差が認められた。Tukey-

Kramer法による多重比較では、照度900 lxと250 lx、1700 

lx、2300 lx、2900 lxとの間に有意差(p<0.10)がみられた。一

方、同質性検定(p=1.00)はp>0.10で有意差はなく、他の多重比

較結果も有意差はなかった。 

気温30 ℃では、平行性検定(p<0.01)がp<0.10で有意差が示

され、多重比較では照度900 lxと100 lx、2300 lx、2900 lxと

の間に有意差(p<0.10)が認められた。同質性検定(p<0.01)でも

p<0.10で有意差があり、多重比較では照度900 lxと2300 lx間

に有意差が示された。視覚環境刺激としての水平面法線照度に着

目すると、高照度条件(2300 lxおよび2900 lx)では、相関色温

度が高くなるほど熱的温冷感がやや上昇し、暖かさを感じる傾向

が示された。一方、その他の照度段階では、相関色温度が高いほ

ど熱的温冷感がやや低下し、涼しさを感じる傾向がみられた。平

行性検定(p=0.05)および同質性検定(p=0.06)はいずれもp<0.10

で有意差があり、多重比較では照度100 lxと900 lx、250 lxと

1700 lx、900 lxと1700 lx、また900 lxと2300 lxおよび

2900 lxとの間に有意差(p<0.10)が認められた。 

以上より、相関色温度が5000 Kを超えると涼しさを、3300 K

以下では暖かさを感じる傾向が示された。 

 

3.4 熱的快適性 

図7に相関色温度と熱的快適感との関係を示す。相関色温度段

階ごとの熱的快適感には大きなばらつきがみられ、被験者間で評

価に差があることが示された。熱的快適感の分布からは、気温段

階が高くなるにつれて不快度が強まる傾向が確認された。温段階

別に水平面法線照度の回帰線をみると、全体として気温が高いほ

ど熱的快適感は低下し、不快側に移行する傾向を示した。回帰線

の平行性検定(p<0.01)および同質性検定(p<0.01)ではいずれも

p<0.10となり有意な差が認められた。Tukey-Kramer法による多

重比較の結果も、すべての気温段階間で有意差(p<0.10)が示さ

れ、特に28 ℃と30 ℃の間で有意差が確認された。以上より、

気温段階による熱的快適感の違いが明らかとなった。 

気温段階別に相関色温度と熱的快適感の関係を検討した。気温

28 ℃では、平行性検定(p=1.00)および同質性検定(p=1.00)とも

にp>0.10で有意差はなく、Tukey-Kramer法による多重比較でも

有意差は認められなかった。一方、気温30 ℃では、平行性検定

(p=0.01)によりp<0.10で有意差が示され、多重比較の結果、照

度250 lxと900 lx、900 lxと2300 lxとの間に有意差(p<0.10)

が認められた。同質性検定(p=0.01)もp<0.10で有意差があり、

Tukey-Kramer法による多重比較では照度900 lxと2300 lx、250 

lxと2300 lxとの間に有意差(p<0.10)が示された。 

 

3.5 視覚的温冷感 

図8に相関色温度と視覚的温冷感との関係を示す。いずれの相

関色温度段階においても、人体と周囲環境の熱授受に特化するの

ではなく、空間の印象評価としての非特異的な視覚的温冷感は、

涼しいから暖かいまで広範に分布している。相関色温度が高くな

ると、視覚的温冷感は低下し涼しさが強まる傾向がみられた。設

定気温段階別に回帰分析を行った結果、相関色温度の効果

(p<0.01)はp<0.10で有意とされ、視覚的温冷感に影響があるこ

とが示された。また、気温段階の効果(p<0.01)もp<0.10で有意

であったが、相関色温度と気温段階の交互作用(p=0.94)は

p>0.10で有意ではなかった。Tukey-Kramer HSD法による多重比

較では、気温30 ℃と28 ℃間で有意差(p<0.10)が認められた。

したがって、中立温冷感が得られる28 ℃よりやや高い温熱環境

では、視覚的温冷感をより暖かく感じさせる影響があると考えら

れる。 

図7 相関色温度と熱的快適感の関係. CCT: Correlated 

Color Temperature(相関色温度). TCV: Thermal Comfort 

Vote(熱的快適感). 
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水平面法線照度段階に着目すると、照度が高くなるほど視覚的

温冷感はやや低下し、涼しさが強まる傾向がみられた。設定気温

段階別に回帰分析した結果、水平面法線照度の効果(p=0.03)は

p<0.10で有意であり、視覚的温冷感に影響することが示され

た。気温段階の効果(p<0.01)も有意であったが、照度と気温段階

の交互作用(p=0.72)は有意ではなかった。多重比較では、気温

30℃と28 ℃、および26 ℃との間で有意差(p<0.10)が確認され

た。 

 

3.6 視覚的快適性 

図9に相関色温度と視覚的快適感との関係を示す。いずれの相

関色温度段階においても、人体と周囲環境の熱授受に特化するの

ではなく、空間の印象評価としての非特異的視覚的快適感は、快

適から不快まで広範に分布していた。相関色温度が高くなって

も、視覚的快適感の評価値に顕著な変化はみられなかった。 

設定気温段階別に回帰分析を行った結果、相関色温度の効果

(p=0.90)はp>0.10で有意ではなく、視覚的快適感への影響は認

められなかった。一方、気温段階の効果(p=0.02)はp<0.10で有

意であり、相関色温度と気温段階の交互作用(p=0.07)もp<0.10

で有意とされ、30 ℃と28 ℃間では有意差(p<0.10)が認められ

た。したがって、28 ℃よりやや低い温熱環境では相関色温度の

影響は小さいが、28 ℃よりやや高い30 ℃では相関色温度が高

いと快適感を強める傾向が示唆された。 

水平面法線照度段階に着目すると、照度が高くなるほど視覚的

快適感はわずかに低下し、快適さが強まる傾向がみられた。設定

気温段階別に回帰分析した結果、水平面法線照度の効果(p<0.01)

および気温段階の効果(p=0.01)は p<0.10で有意であったが、照

度と気温段階の交互作用(p=0.79)は有意ではなかった。多重比較

では、気温30 ℃の場合に28 ℃と26 ℃の間で有意差(p<0.10)

が確認された。 

以上より、温熱環境と照明環境を統合的に考慮することが、快

適性の向上や省エネルギーの観点から重要であると考えられる。 

 

4. 考察 

4.1 熱的温冷感と視覚的温冷感の関係 

熱的な温冷感と視覚的な温冷感の関係を図10に示す。全般的

な傾向として、熱的な温冷感が高くなると視覚的な温冷感も高く

なり、暖かさの感覚が強くなることが示された。ただし、申告値

の分布をみると、熱的温冷感の方がより強く暖かさを示す傾向が

ある。熱的にやや暖かい環境からやや涼しいと感じる温熱環境で

は、視覚的な受容から喚起される高度な大脳処理となる空間の印

象評価の温冷感を緩和させる効果が示されている。 

したがって、照明設備の制御値が高度な大脳処理となる空間の

印象評価の視覚的な温冷感に大きな偏差を与える可能性があると

考えられる。また、熱的な温冷感よりも高度な大脳処理となる空

間の印象評価の覚的な温冷感は、視覚環境刺激の影響を受けやす

図8 相関色温度と視覚的な温冷感との関係. VSV: Visual 

Sensation Vote(視覚的温冷感).CCT: Correlated Color 

Temperature(相関色温度). 

 

図9 相関色温度と視覚的な快適感の関係. CCT: Correlated 

Color Temperature(相関色温度). VCV: Visual Comfort 

Vote(視覚的快適感). 

 



7 

 

いといえる。やや暖かい温熱環境では、高度な大脳処理となる空

間の印象評価の総合的な温冷感は、相関色温度を3800 K以上に

すると涼しさを助長すると考えられる。やや涼しい温熱環境で

は、高度な大脳処理となる空間の印象評価の視覚的な温冷感は、

相関色温度を4200 K以上にすると涼しさを助長するといえる。

加えて、やや暖かい環境ではその効果が顕著となると考えられ

る。相関色温度が低い2800 Kと3300 Kでは、熱的反応から喚起

される影響の温冷感と高度な大脳処理となる空間の印象評価の視

覚的な温冷感は、ほぼ相違が認められない。 

石井と堀越(1999)やPicco et al. (2024)のこれまでの研究で

は、極端な色光条件や温熱環境下で相関色温度が温熱感に影響を

及ぼすことが報告されてきたが、定常的かつ中庸な温熱環境条件

においても、照明の相関色温度が人体の温冷感に影響を与えるこ

とを示した。したがって、視覚環境の設定は単に照度を確保する

だけでなく、熱的快適性の形成にも寄与し得ることが示唆され、

照明設計における有効な指針を提供するものといえる。 

 

4,2 熱的な快適感と視覚的な快適感の関係 

熱的な快適感と視覚的な快適感との関係を図11に示す。全般

的な傾向として、熱的な快適感が快でも不快でもない50程度よ

りも低下し快適感が高くなると、視覚的な快適感を高くなるとい

う良好な対応関係が示されている。一方、熱的な快適感が快でも

不快でもない50程度よりも高くなり不快感が増す場合には、視

覚的な不快感も高くなるが、視覚的な快適感の申告値には大きな

バラツキがみられた。 

分布密度で検討すると、熱的な快適感と比較して、視覚的な不

快感の上昇傾向は低くなることが示された。すなわち、やや暖か

い温熱環境では、熱的な快適感と比較して、高度な大脳処理とな

る空間の印象の視覚的な快適感には、温熱刺激を緩和させる効果

があると考えられる。暑くもなく寒くもない快でも不快でもない

温熱環境からやや涼しくやや不快な温熱環境では相関色温度が快

適感に及ぼす影響は小さいと考えられる。一方、やや暖かく熱的

にやや不快と感じる温熱環境では、視覚的な受容から喚起される

高度な大脳処理となる空間の印象評価の総合的な快適感を緩和さ

せる効果が認められる。したがって、やや暖かく熱的にやや不快

と感じる温熱環境では、視覚環境刺激の授与次第で、物理的な熱

刺激を緩和させる可能性があると推察される。 

一方で、非特異的温熱感覚である視覚的温冷感や視覚的快適感

は、熱的条件が一定であっても相関色温度や照度によって明確に

変化した。具体的には、30 ℃環境においては2800 Kで暖かく、

3800 K以上で涼しく感じられ、照度が高い場合には快適感が増

す傾向が示された。 

Baniya et al.（2018)やLuo et al.（2023）、Guoら(2025)の

先行研究では、極端な色光条件や温熱環境下で、相関色温度が温

熱感覚に影響を及ぼすことが報告されてきた。本研究では、定常

図10 熱的な温冷感と視覚的な温冷感の関係. TS: Thermal 

Sensation(温冷感). VTS: Visual Thermal Sensation(視覚

的温冷感). 

図11 熱的な快適感と視覚的な快適感との関係. TC: 

Thermal Comfort(熱的快適感). VTC: Visual Thermal 

Comfort(視覚的温冷快適感). 
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的で中庸な温熱環境においても、相関色温度が視覚的快適感に影

響を与える可能性が示された。やや暖かい温熱環境では、照明の

色温度や照度を調整することで心理的快適性を高め、物理的な不

快感をやわらげられる可能性がある。これは、非特異的温熱感覚

が心理的評価に基づき、視覚環境に敏感に反応することを裏付け

ている。さらに、やや不快な温熱環境においても照明条件の工夫

によって快適性を改善できる可能性が示唆され、建築環境や照明

設計における実務的意義があると考えられる。 

 

5. おわりに 

温熱的中立の28 ℃の温熱環境からやや暖かい30 ℃の温熱環

境にかけての範囲において、光色の相関色温度が心理的温冷感お

よび空間印象評価に影響を及ぼすことが示された。 

やや暖かい環境下では相関色温度を3800 K以上に設定するこ

とで「涼しさ」の感覚が助長され、やや涼しい環境下では4200 

K以上でその傾向が強まった。一方、相関色温度が2800 Kや

3300 Kといった低色温度条件では、生理的温冷感と印象評価に

基づく温冷感がほぼ一致することが確認された。 

光色による相関色温度は心理的温冷感を調整し、空間印象とし

ての温冷感を緩和する効果を有することが明らかとなった。さら

に、やや暖かく不快な環境においては、照明条件の違いが心理的

快適感を部分的に緩和する可能性が示唆されたが、相関色温度の

快適感への影響は温冷感に対する影響よりも小さいことが示され

た。 
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